
言葉の狩り場1)

─ ジュール・ヴェルヌ「狩りの 10 時間」と『フィガロ』 ─

三 枝 大 修

ジュール・ヴェルヌ に「狩りの 10 時間」2)という

短篇がある。

1859 年の夏の終わりのある日，語り手の「私」が狩猟好きの友人ブレ

ティニョに誘われてアミアン近郊の狩猟場へと赴き，何人かのベテラン狩

猟家と一緒に狩りをするのだが，想定外の不猟に見舞われたうえ，ヘマば

かりやらかして散々な一日を過ごす─というコミカルな物語である。

構想・執筆は 1881 年の 4月頃から 12 月頃にかけて。同年 12 月 18 日に，

アミアン・アカデミーの公開講演の場で作者本人によって朗読されている。

活字媒体での初出は 1881 年 12 月 19 日・20 日付の『アミアン新聞』。原

稿はさらに翌年刊行の『アミアン・アカデミー紀要』に掲載され3)，一定

程度の改稿を経たあと，エッツェル社の単行本『緑の光線』の巻末に収め

られる4)。

1) 本稿では，フランス語文献の引用にはすべて拙訳を用いる。
2) 邦訳は以下。ジュール・ヴェルヌ「狩りの十時間─ただの小咄」三枝大修

訳，『成城大学 経済研究』第 233 号，2021 年 7 月，135-166 頁（底本は下
記註 4に掲げられているテクスト）。

3)

4)

本稿における「狩りの 10 時間」の引用はすべてこのテク
ストから行う。書誌情報は註においては「 」と略記し，その直後に参
照箇所の頁番号のみを示す。
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ヴェルヌの小説連作〈驚異の旅〉の中では比較的マイナーな部類に入る

作品だが，今回，この短篇の材源の一つと見なし得るテクストを発見する

ことができたので，本稿ではその報告を行う。すなわち，フランスの日刊

紙『フィガロ』の 1881 年 9 月 3 日付「文芸付録」5)である。以下，まず

は第 1 章で「狩りの 10 時間」が書かれたコンテクストを整理し，続く第

2章・第 3章で『フィガロ』のテクストとヴェルヌのテクストの対照作業

を行って，前者が後者の材源であったことを示す。

1．コンテクスト─「狩りの 10 時間」が書かれた経緯

「狩りの 10 時間」はなぜ書かれたのか。あるいは，なぜ書かれなければ

ならなかったのか。ヴェルヌと編集者エッツェルの往復書簡を参照しつつ，

この作品が制作されることになった経緯を整理していこう。

「狩りの 10 時間」の発表から遡ること約 8 か月，1881 年春の時点でエ

ッツェル社の『教育娯楽雑誌』に連載されていたヴェルヌの作品は『ジャ

ンガダ』であった。単行本としては全 2巻で刊行予定だったこの長篇，第

1巻はその年の 6月に出ることになるのだが，続く第 2巻の分量が不足し

ている，ということがエッツェルからヴェルヌに伝えられる。

『ジャンガダ』の巻が最低限の分量に達するためには追加分が要るわ

けだが，何を使うつもりなのかね？ この巻を台無しにすることのな

い，それ自体として出来映えのよいものが欲しいところだが6)。

5) 以下，本稿の註において
この文献を参照する場合には書誌情報は「 」と略記し，その直後に参照
箇所の頁番号と段 の番号のみを記す。

6)

成城・経済研究 第 234 号（2021 年 12 月）
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エッツェルのこの手紙の日付は 4月 23 日だが，ヴェルヌは 4月 25 日付

の返信でこう答えている。

『ジャンガダ』の巻の不足部分を補うために，愉
﹅

快
﹅

な
﹅

短篇を書くつも

りです7)。

しかし，この「愉快な短篇」の執筆は順調には進まない。次にこの作品

の話題が往復書簡の文面に浮上してくるのは 8月 9日のことなのだが，暑

さが苦手で体調を崩しているヴェルヌは手紙の中で次のようにこぼしてい

る。

猛暑が応え，体調を戻すのに大いに苦労しています。おかげでほとん

ど仕事ができず，結局，例の短篇の材料も何も見つかっていません。

『ジャンガダ』第 2 巻の長さは足りていると思いこんでいたので，こ

んな分量の短篇を書く準備はまったくできていなかったのです。それ

に，ご存じのとおり，私は即興が得意ではありませんし，一つの主題

について時間をかけて考えてからでなければ，そこから特別なものを

引き出してくることはできません。ですから，この巻の最後の部分に

ついては困り果てています8)。

この手紙に対するエッツェルの 8 月 10 日付の返事を参照すると，ここ

で「こんな分量」と言われているのは「八折判で 60 ページ分」9)であっ

たということが分かる。短篇とはいえ，たしかにそれなりの長さである。

先ほども引用した 8月 9日付書簡の末尾付近には，こんな文言も読まれる。

7) 強調はヴェルヌ。
8)
9)
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短篇については何もできていませんし，私が考えていたのは狩りの物

語なのですが，うまくいっていません。以前書いた未発表の短篇の中

にも適当なものは何も見つからず，もし弟の書いたその物語でよいと

言ってくださるのであれば，そんなかたちで窮地から抜け出せたのは

じつに幸運なことだった，ということになるでしょう10)。

構想中の短篇の主題が「狩り」であるということが明かされている重要

な一節である。だが結局，『ジャンガダ』第 2 巻の刊行（1881 年 11 月）に

間に合うようなペースではこの短篇の制作は捗らず，結果的に不足部分を

補うことになるのは上の引用文中でも話題になっている弟の紀行文，すな

わちポール・ヴェルヌ の「蒸気船サン＝ミシェル号

に乗ってロッテルダムからコペンハーゲンへ」であった。

ならば，「狩りの物語」はどうなったのか。1881 年 4 月および 8 月の書

簡の中で言及されている「短篇」が同年の暮れに「狩りの 10 時間」とし

て具現化し，アミアン・アカデミーにおける朗読というかたちで披露され

たという事実をわれわれは知っている。ということは，『ジャンガダ』第

2 巻の刊行にこそ間に合わなかったものの，ヴェルヌはこの短篇を 1881

年中にはきちんと完成まで導いていたわけである。ならば─ここから先

は本稿における仮説になるが─その制作の大きな助けになったものの一

つが，『フィガロ』紙の 1881 年 9 月 3 日付「文芸付録」だったのではある

まいか。当時，この日刊紙は毎週土曜日に全 4ページ─とはいえ 4ペー

ジ目は基本的に広告欄なので，実質的には 3ページ─の文芸付録を付け

ていたのだが，9 月 3 日付のものは，何ともタイミングのよいことに，

「狩猟」の特集号だったのである。「狩りの物語」の材料をそろえるのに呻

吟していたその時期のヴェルヌにとってはまさしく渡りに舟であったと言

10)

成城・経済研究 第 234 号（2021 年 12 月）
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えよう。1897 年とやや時代が隔たったものではあるが，晩年のヴェルヌ

にインタビューを行ったアドルフ・ブリソンによる以下の証言に垣間見え

るように，『フィガロ』を含む新聞数紙を日課のようにして読んでいたと

いうアミアン在住の小説家が，狩猟ネタの宝庫であるこの特集に飛びつい

たであろうことは想像に難くない。

彼〔ヴェルヌ〕は早朝に目覚めて 11 時まで仕事をし，昼食をとってか

ら産業協会の本部に赴くのだが，そこには読書サロンが整備されてい

る。彼はそこで新聞雑誌に目を通し，『タン』の次に『フィガロ』，

『フィガロ』の次に『ゴロワ』という具合に，いつもなるべく同じ順

番で読んでいく11)。

かくして折よく恰好の材料を手に入れたヴェルヌは，それをふんだんに

活用しながら「愉快な短篇」を，すなわち「狩りの 10 時間」を書いてい

くのである。

次章以降，われわれはヴェルヌがこの材料の中から何を選び取り，それ

をどのように加工していったのかをテクストに即して検証していく。

2．『フィガロ』の 1881 年 9 月 3 日付「文芸付録」から「狩りの
10 時間」へ

まずは『フィガロ』の 1881 年 9 月 3 日付「文芸付録」（以下，『 』と

略記）の概要を整理しておこう。1881 年当時の『フィガロ』の文芸付録は

本体である日刊紙と同様に一部が 4ページからなり─ただし，先述のよ

うに 4ページ目は広告用スペース─各ページは六つの「段 」に

分かれていた。9月 3 日付のものについて言えば，最初のページにまず編

11) ─
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集部による短い序言があり，続いてシェルヴィル侯爵の記事「狩猟と狩猟

家たち」12)が，さらに筆名「レトリバー」による記事「狩猟家たちの

肖像画集
ギ ャ ラ リ ー

」13)が置かれている。後者はナポレオン 1世，ナポレオン 3世，

ウジェーヌ・シュー，アレクサンドル・デュマ父子，ガンベッタ，クレマ

ンソーなど，19 世紀フランスの著名人 12 名と狩猟との関わりを紹介した

ものである。続く 2ページ目と 3ページ目は「フィガロの狩猟歳時記」14)

と題されており，見開き 2 ページで合計 12 個並ぶ段のそれぞれに 1 月か

ら 12 月までの 12 か月が振り当てられている。各段の内容はいかにも歳時

記らしく，月ごとの狩猟家たちへの助言やその月に獲れるジビエを使った

料理のレシピなど，いわゆる「お役立ち情報」である。

以下，本章ではこの『 』のテクストから「狩りの 10 時間」へと言

葉が移植されているケースを 11 個見ていく。

1）大規模な引き写し（4例）

ヴェルヌが参照し，着目し，自作に引き写したと推定される箇所は

『 』のいずれのページにも見つかるのだが，「狩りの 10 時間」との相

互テクスト性が最も顕著に見てとれるのは「フィガロの狩猟歳時記」の

「9 月」の段である（これはおそらくヴェルヌの短篇がちょうどその時期

─正確な日付は明かされていないが，8月末か 9月初め─の一日を描

いた物語であることに起因している）。したがって，本節ではまずこの「9

月」の段から比較的大規模に語や語句の引き写しが行われている例を三つ

取りあげる。ついで，4 番目として，ヴェルヌが『 』の中の複数の箇

所から少しずつ言葉を切り抜き，それらを自作の中で一文に貼り付けて提

示しているという特殊な例を紹介する。

12)
13)
14)

成城・経済研究 第 234 号（2021 年 12 月）
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①出発の朝の情景

狩猟家たちが狩りに出発する朝の情景である。『 』では狩猟経験の

乏しい「若者たち」と経験豊富な「老練家たち」の行動のコントラストを

以下のように記述している。

前者〔若者たち〕は気忙しいが経験不足であり，夜が白むやいなや出

発する。─老練家たちは抜け目なく，陽気に腹ごしらえをしながら

8時の鐘が鳴るのを待つ。彼らは知っているのだ，翼が濡れているヤ

マウズラは切り株畑の中でじっとしているわけではないし，5，6 回

飛び立たせることはできたとしても，うまく近づける見込みのあるム

ラサキウマゴヤシやクローバーやイガマメの茂みに戻ろうとしてくれ

るわけではないのだと。／鳥たちの羽が乾き，草の上にきらきらと輝

く小さなしずくを太陽が吸いとってくれてから，彼らは出発するので

ある15)。

次に引用するのは「狩りの 10 時間」第 4 章，こちらも狩猟家たちの朝

の様子を描いた一節である。一読するや，『 』の「若者たち」がここ

では狩りの初心者である語り手（「私」）に，「老練家たち」がその語り手

の仲間である狩猟家たち（「その道の達人たち」）に置き換えられていること

15) 原文： －

「狩りの 10
時間」のテクストと『フィガロ』のテクストの双方に共通して現れる語や語
句（つまり，ヴェルヌが引き写したと推定される語や語句）を下線で強調し
ておく。また，原典において改行が行われている箇所を，引用文中ではスラ
ッシュで示す。以下同様。
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が分かるだろう。

夜が白むやいなや，食事さえとらずに出発したがる経験不足の狩猟家

のように，私は原っぱに出ていきたくてたまりませんでした。ですが，

その道の達人たちは〔…〕初心者ならではの私の気忙しさをぶつくさ

言いながらたしなめたのでした。抜け目ない彼らは知っていたのです，

夜が明けるころのヤマウズラの若鳥は翼がまだ朝露に濡れていて近づ

くのは至難の業だし，たとえ飛び立ったとしても，自分から茂みに戻

ろうとはしないものなのだと。／というわけで，暁の涙を太陽が飲み

干してしまうのを待たねばなりませんでした16)。

引用文中では下線で強調しておいたが，「フィガロの狩猟歳時記」の文

章で使われているのと同じ語や語句─「経験不足の 」，

「夜が白むやいなや 」，「出発する 」，「抜け目ない 」，

「待つ 」，「彼らは知っている 」，「翼 」，「濡

れている 」，「近づく 」，「太陽 」，「茂みに戻ろうと

する 」─がヴェルヌのテクストでもお

びただしく使用されている17)。形容詞「気忙しい 」から名詞

16) 原文：

17) これらに加えて，『 』のテクストに見られる「ムラサキウマゴヤシやク
ローバーやイガマメ」という 3 種類の植物の列挙も「狩りの 10 時間」の別
の箇所に─列挙の順番のみを入れ替えて─移植されている：「犬たちは
鼻を地面に向け，ムラサキウマゴヤシやイガマメやクローバーの中に分け入
って，小刻みに走りながら獲物を探していました」。原文：

成城・経済研究 第 234 号（2021 年 12 月）
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「気忙しさ 」への品詞の転換，「ヤマウズラ 」から「ヤ

マウズラの若鳥 」への言い換えのように，加えられている修正

がごく軽微なものも引き写しの範疇に入れておいていいだろう。

一方で，言葉をそのまま移植するのではなく，類義のものに差し換えて

はいるが，実質的には同じ事物や出来事を指す，というケースもいくつか

見受けられる。ごく単純な例で言えば，朝露は「きらきらと輝く小さなし

ずく 」から「暁の涙 」へと，そし

てそれを蒸発させる太陽の営為は「吸いとる 」から「飲む 」

へと，それぞれ表現だけが換えられているし，獲物のヤマウズラを狩り出

す行為も，｢〔鳥を]飛び立たせる ｣から ｢〔鳥が]飛び立つ 」

へと，使用されている動詞に変化が認められる。あとは，朝食をめぐる記

述にも注目しておきたい。「狩りの 10 時間」と「狩猟歳時記」とで用いら

れている表現は異なるが，「経験不足の狩猟家＝食事をとらずに出発した

がる」という図式そのものは『 』からヴェルヌの短篇へと無傷のまま

保存され，引き継がれているのである。

以上の対照作業の結果から，「狩猟歳時記」に描かれている狩りへの出

発の情景をヴェルヌが─登場人物だけは入れ替えて─ほぼそのまま借

用していることは明らかだろう。

②狩猟服の描写

二つ目の事例は狩猟用の衣服，特に履物についてである。「狩猟歳時記」

の「9月」の段には狩猟家のためのこんな助言が記されている。

狩猟家は履物に細心の注意を払わねばならない。麻や綿では足が切れ

たりマメだらけになったりするので，解禁日にもウールの靴下は必須

である。編み上げ靴は腕のいい職人に作ってもらったもの，つまり革

が柔らかくて靴底が少なくとも 4ミリは甲革をはみ出しているものが

言葉の狩り場
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要る。さらに，亜麻布の脚当てだ18)。

ヴェルヌはこの文章を切り貼りして自作の登場人物たちの描写をこしら

えているように見える。狩りの初心者であるがゆえに装備の貧弱な語り手

が，仲間たちの服装をまぶしげに見つめるシーンである。

狩猟服に身を包んだ彼ら，プロの狩猟家たちはなんと立派に見えたこ

とでしょう─白の上着，ゆったりとしたコーデュロイのズボン，靴

底が甲革をはみ出している幅広のスパイク靴，すぐにかすり傷をつく

ってしまう麻や綿の靴下よりも好ましい，ウールの靴下を上から覆っ

ている亜麻布の脚当て19)。

二つのテクストの共通項を整理しておこう。「足が切れたりマメだらけ

になったりする」─ヴェルヌの表現で言えば「かすり傷をつくってしま

う」─「麻 」や「綿 」の靴下を避け，代わりに着用すべき

「ウールの靴下 」。「靴底 」が「甲革 」を「は

み出す 」ような頑丈な狩猟靴。そして，「亜麻布の脚当て

」。「狩猟歳時記」の著者が勧めるこれらの履物を，「狩り

の 10 時間」ではすべて語り手ではなくその仲間たちが身に着けている。

アミアン在住のベテランハンターたちはなんとも忠実に『フィガロ』の忠

18) 原文：

19) 原文：
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告に従っているわけである。

③狩猟鳥獣の列挙

いま見てきた事例②でもヴェルヌは「狩猟歳時記」からさまざまな言葉

を拾い集め，それで狩猟用衣服の列挙を作りあげていたが，列挙の頻用と

いうのはそもそもこの小説家の文体上の特徴の一つであり，『 』に出

てくる語や語句をパッチワークして「狩りの 10 時間」の中で何らかの列

挙に仕立てあげている例はほかにもいくつか見つかる。

例えば「狩猟歳時記」の「9月」の段，以下の一節に挙げられている鳥

獣の名前がヴェルヌの作品では列挙の一文へと流しこまれていく様子に注

目していただきたい。

9月には獣毛部隊も羽毛部隊も勢ぞろいだ。／ヤマウズラがいる。ウ

ズラやウズラクイナが木蔭に住みつく。／野ウサギの軍勢には新兵が

ほとんどいない。1月生まれの野ウサギは若
﹅

ウ
﹅

サ
﹅

ギ
﹅

となり，古参の連

中を上回る。種の精華を体現しているのだ。子ウサギの大半もそこそ

こ見栄えがするようになる。雌の野ウサギの死だけは後悔の種になる

かもしれない。9月には子どもを孕んでいるもの，哺乳中のものが多

いからだ。そのため，鳥獣の保護に熱心な地域では，この動物は 10

月にならなければ撃ってはいけないのである20)。

↓

20) 原文：

イ
タリック（訳文では傍点）による強調は原著者。
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ところで，獲物はといえば，何も見当たりませんでした。ですが，こ

の専用の狩り場にウズラが，ヤマウズラが，ウズラクイナが，それか

らわが仲間たちが「若ウサギ」と呼び，さんざん話題にしている 1月

の野ウサギが，それから子ウサギが，さらには雌の野ウサギが，わん

さかいることは信じなくてはなりません，なにしろ彼ら〔狩猟家たち〕

がそう断言しているのですから。／「でもね」とわが友ブレティニョ

は言っていました。「子どもを孕んでいる雌の野ウサギは撃っちゃだ

めだよ！ そんなのは，狩猟家にあるまじきことだ！」21)

ヴェルヌがこの一節を書くにあたって「狩猟歳時記」の文章を下敷きに

していることは明らかだろう。「狩りの 10 時間」の作者は引用箇所の前半

においては『 』から借りてきた鳥獣の名前を列挙に用い，後半におい

ては「雌の野ウサギ」に関して得られた情報を巧みにブレティニョの台詞

の中に織りこんでいる。特に前半の列挙に関しては，狩猟用語である「若

ウサギ 」22)のような特殊なものも含めて『 』に挙げられて

いるジビエの名前─「ヤマウズラ 」，「ウズラ 」，

「ウズラクイナ 」，「子ウサギ 」，「野ウサギ 」，

「雌の野ウサギ 」─を一つ残らず自らのテクストに移植しており，

しかもそれらを引用元のテクストとは異なって一文に詰めこんでいるあた

りがいかにもヴェルヌらしい。一方で，その列挙のあとの後半部において

も─二つのテクストの双方に共通して使用されている語は「子どもを孕

21) 原文：

22) ｢ 」は「4 分の 3」の意だが，狩猟用語としては「ほぼ成獣になっ
た子ウサギ」を指す。
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んでいる 」くらいだが─妊娠中の雌の野ウサギは鳥獣保護の観

点から撃ってはいけない，という情報をヴェルヌが『 』から抽出して

自作に取りこんでいることは疑いようもない。

④狩猟家の列挙

ここでいったん「狩猟歳時記」の「9月」の段を離れ，『 』の紙面で

は必ずしも近接して現れていたわけではない複数の言葉がヴェルヌのテク

ストでは一か所にまとめられ，列挙を形作っている，という事例を見てみ

よう。今回は「狩りの 10 時間」の方を先に読んでおきたい。第 2 章に見

られる，さまざまな腕前の狩猟家たちの列挙である。

プロのスポーツマン，「功成り名遂げたつもりでいる」連中も，三流，

四流の射撃手たちも，狙いをつけても仕留められたためしのない不器

用な連中と同程度には狙いをつけずとも仕留められる器用な連中も，

さらには一流どころの
ディ・プリモ・カルテッロ

狩猟家に負けないくらい「精勤な」下手っぴ
マ ゼ ッ ト

ど

もも，この解禁日を目指して準備し〔…〕23)

例によってやや詰めこみすぎの感のある列挙だが，下線部の表現の一つ

一つが『 』のどこかから取られてきている。例えば「スポーツマン

」と「射撃手たち 」については─「一流」か，「三流，

四流」か，という違いはあるにせよ─『 』の最初のページの以下の

一節だ。

23) 原文：
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この部隊には選り抜きのスポーツマン，苦難をものともしない健脚家，

一流の射撃手たちがいるのだが，にわか仕込みの狩猟家も大勢いる24)。

また，「功成り名遂げたつもりでいる 」という慣

用句も『 』の最初のページの以下の二か所で用いられている。

自信満々の狩猟家，あるいは，大通り
ブールヴァール

のもっと生彩に富んだ言葉で

言えば，「功成り名遂げたつもりでいる狩猟家」という種類の人々だ

けは除いて〔…〕25)

「功成り名遂げたつもりでいる狩猟家」を正当に評価してやらねばな

らない。彼は厳格なやり方で自らの計画を実行しているのだ26)。

さらに，「一流どころの 」というイタリア語由来の表現

もまた同じページの以下の一節に見つかる。

弁護士のジュール・グレヴィ氏はつねにいちばん熱心な者の内の一人

だったので，手練れの狩猟家，かつ一流どころの
ディ・プリモ・カルテッロ

射撃手であるという

評判がほぼ半世紀前からジュラ県では確立されている27)。

24) 原文：

25) 原文：

26) 原文：

27) 原文：
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最後に，文脈の都合上「下手っぴ」と訳しておいた「 」だが，

この語は元来は「駄馬」を指し，『 』では射撃の下手なナポレオン・

ボナパルトを形容するために用いられていた。

騎兵としての彼〔ナポレオン一世〕はつねに博労業界で言うところの荒

馬乗りだったが，射撃手としては正真正銘の駄馬
マゼット

だった28)。

「狩りの 10 時間」の作者はこのようにして『 』のさまざまな箇所か

ら使えそうな表現─傾向としては，一風変わったもの，特徴豊かなもの

が多い─を拾いあげ，それを畳みかけるような列挙に仕立てて自作の中

に埋めこんでいるのである。

2）小規模な引き写し（7例）

ここまでは比較的大規模な引き写しの例を四つ見てきたが，ここからは

小規模なものを七つ，ささやかな参考資料として挙げていく。ヴェルヌが

借用したと思しき語や語句が『 』のテクストに出現するその順序に従

って事例を並べ，それぞれに通し番号（⑤～⑪）を付す。

⑤｢野蛮な気晴らし ｣という ｢プリュドム 」

氏の言葉への言及

狩猟を「野蛮な気晴らし」と呼ぶプリュドム氏も，「暇人の暇つぶし」

呼ばわりする無関心な人々も，狩りの当事者たちにとって解禁日が持

ち得る重要性についてはほとんど想像もできない29)。

28) 原文：

29) 原文：
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↓

その日が来れば，あの不滅のジョゼフ・プリュドムが「野蛮な気晴ら

し」と呼んでもよかろうと考えたことの熱烈な愛好者たちは，名声を

手にすることができるのです！30)

⑥｢六週間前から 」解禁日を心待ちにしている狩猟家た

ちの描写

六週間前から，その人たち〔狩猟愛好家〕のおしゃべりにはもうヤマ

ウズラの若鳥のことしか話題として認められておらず〔…〕31)

↓

少なくとも六週間前から，この派手に祝われるべき一日〔解禁日〕は

皆に心待ちにされていたのでした32)。

⑦狩りのことしか考えられなくなってしまった狩猟家たちの描写（狩猟家

の眼中に無いものの列挙の中に「文学 」と「政治 」が含ま

れている）

彼〔狩猟愛好家〕にとっては狩り以外のすべてが存在をやめていた。

なお，「プリュドム氏」はフランスの俳優・作家・画家アンリ・
モニエ が創造した人物であり，俗物ブルジョワ
の典型として知名度が高かった。

30) 原文：

31) 原文：

32) 原 文：
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美術，文学，科学，政治，そんなくだらないことには─自分の銃が

耕作地に吐き出したばかりの黒ずんだぐしゃぐしゃのおくり〔火薬を

固定するための詰め物〕を気に留めないのと同様に─見向きもしな

い33)。

↓

考えることといえばウズラのことばかり，話すことといえば野ウサギ

のことばかり，夢はといえばヤマウズラを手に入れることばかりでし

た！ 妻も，子供も，家族も，友人も，すべては忘却の彼方！ 政治

も，芸術も，文学も，農業も，商業も，万事がこの大切な一日への強

い関心を前に消え去っていました34)。

⑧｢長身 」かつ「痩躯 」であるという狩猟家の体格の描写

長身，痩躯，骨ばってはいるが〔…〕並々ならぬ訓練のおかげで力強

さもあり，どんな悪天候をもものともしない彼〔狩猟愛好家〕は，毎

朝，夜の明けきらぬ内から出発する35)。

↓

まずはマクシモン，長身痩躯の男で，普段はこのうえなく温和なので

すが，猟銃を小脇に抱えた途端，狂暴になります36)。

33) 原文：

34) 原文：

35) 原文：

36) 原文：
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⑨｢大通り 」，「アスファルト 」という二語の同一文中で

の使用

大通りの空気を吸い，アスファルトを踏みしめることが彼〔狩猟家〕

の望みだ37)。

↓

私には大通りのアスファルトの方がはるかに好ましいのです38)。

⑩｢自分の豪傑ぶりを物語る 」という表現の使用

彼〔狩猟家〕は念入りに自分の豪傑ぶりを物語り，狩りの様子につい

て，冒した危険について，大勝利や大失敗について話す39)。

↓

〔狩猟家が嫌われるのは〕むしろこの狩猟家という人々が，時宜を得る

ごとに，また時宜を得ていないときですら，あまりにも嬉々として自

分の豪傑ぶりを物語るからではないでしょうか？40)

⑪ウサギの白ワイン煮込みを指す「ジブロット 」という料理名

への言及

ジブロットを作るときのようにウサギの肉をぶつ切りにし，ブイヨン

37) 原文：
38) 原文：
39) 原文：

40) 原文：
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に入れて煮込んでください41)。

↓

〔雌の野ウサギが〕孕んでいるか，いないかなんて，私には分かるわ

けがありません。まだようやくウサギを野良猫から見分けられるかど

うか，といったところなのですから─ジブロットになっていたとし

ても！42)

以上 11 個の事例から，本章ではヴェルヌが『 』を参照し，そこに

使えそうな語や語句が見つかれば躊躇なくそれを自作に取りこんでいたこ

と，しかも合計すればそれがかなりの数にのぼることを示すことができた

のではないかと思う。狩猟の比喩で言うならば，『 』の紙面はこの小

説家にとっては有用な言葉の狩り場，アイディアの狩り場だったのである。

3．『フィガロ』の 1880 年 9 月 5 日付「文芸付録」から「狩りの
10 時間」へ

ところで，「狩りの 10 時間」の材源の探索を行っているわれわれにとっ

てはきわめて興味深い文章が『 』の冒頭に置かれている。

狩猟をテーマにした昨年の挿絵入り付録が好評を博したため，今年も

また読者諸賢に新作をお届けしなければ，ということになった。私た

ちは 1880 年版よりも 1881 年版の方がさらに面白いものになるように

心がけ，特に─前回と同じ枠組の中に留まりながらも─その冗長

な繰り返しになってしまうことは避けるように努めた43)。

41) 原文：

42) 原文：
－

43)
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つまり，前章にて扱った『フィガロ』の狩猟特集号（『 』）は，じつ

はその前年に刊行されていた狩猟特集号のいわば続篇だったのである。調

べてみると，1881 年 9 月 3 日から遡ること約一年，『フィガロ』紙 1880

年 9 月 5 日付「日曜版文芸付録」44)がたしかに狩猟特集を組んでいる。だ

とすれば，上の一節を目にしたヴェルヌが「狩りの物語」を書くためのさ

らなる材料を求めて『フィガロ』のバックナンバーを図書館，あるいは産

業協会の読書サロンなどで探し，くだんの「日曜版文芸付録」を閲覧して

いた可能性が─そしてそれを「狩りの 10 時間」の執筆に活かしていた

可能性が─出てくる。

そこで，1881 年版の狩猟特集号に続き，本章では 1880 年版の狩猟特集

号（以下，『 』と略記）と「狩りの 10 時間」とを比較してみることにす

る。すると，『 』ほど多くはないにせよ，ヴェルヌが借用したのでは

ないかと推測できる語や表現がやはり『 』の中にも見つかる。注目す

べき例を五つ，以下に挙げていこう。

①｢狩りの 10 時間」第 1章の最初の文

「狩りの 10 時間」第 1章の最初の文─ということはつまり，この短篇

のオープニングの一文─は『 』の 2 ページ目の記事「狩猟家たちの

横顔」45)の書き出しの部分に酷似している。以下に引用するので比べてみ

ていただきたい。

狩猟を嫌う人々もいる。例えば本紙の寄稿者カトレルだ。彼は確かに

まちがっているのだが，いずれ意見を変えてくれるだろうと期待して

いる46)。

44) 以下，本稿
の註においてこの文献を参照する場合には書誌情報は「 」と略記し，そ
の直後に参照箇所の頁番号と段の番号のみを記す。

45)
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↓

狩猟家を嫌う人々もおりますが，たぶんその人々が完全にまちがって

いるというわけでもないのです47)。

いずれも最初に「狩猟 」ないしは「狩猟家 」を「嫌う

人々がいる 」と述べたうえで，その直後，

そういった嗜好が「まちがっている 」かどうかを問題にしてい

るという点が目を引く。偶然の一致とは考え難い符合である。

②｢狩りの 10 時間」第 1章の結び

「狩りの 10 時間」第 1章は，すでに見た冒頭の一文のみならず，結びの

部分もまた『 』を参照して書かれている可能性が高い。『 』の最初

のページに掲載されているカトレル の短篇小説「二

人乗りの馬車に三人で─狩りの物語」48)の導入部に見られるいくつかの

語や語句を，ヴェルヌは以下のようにつぎはぎして使っているように見え

る。

これからみなさんに私の物語をお話ししよう。願わくばこれが教訓話

として役に立ってくれるといいのだが49)。

＋

われわれは揃いも揃ってそんな頓馬なのであり，猟銃を小脇に抱え，

前方の犬を追い，後方にヤマウズラの若鳥を残したまま歩き回るの

46) 原文：

47) 原文：

48)
49) 原文：
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だ50)。

＋

猟銃と，重い弾薬入れと，それからすぐに満杯になり，おかげでます

ます重荷になっていく獲物袋を抱えたまま歩き回るなんて！51)

↓

これからみなさんに私の狩りの冒険について仔細に物語り，それによ

って二つ目〔の悪事〕についても有罪となることにいたしましょう。

／願わくば真 かつ真正なものであるこのお話のせいで，わが同胞た

ちが，獲物袋を背負い，ベルトに弾薬入れを付け，猟銃を小脇に抱え，

犬のあとについて野に出ていく，そんな意欲を永遠に失ってくれれば

いいのですが！52)

二つのテクストの共通点を整理しておこう。まず，語り手が二人とも自

分自身の物語を「これからお話しする 」と宣言し

ている点。次に，その物語が教訓として役に立ってくれればいいのだが，

という希望が祈願文の構文 を用いて表明されている点。さらに，

「弾薬入れ 」，「獲物袋 」，「猟銃を小脇に抱え

」といった同一の語や語句の使用。加えて─用いられている表現

こそ「前方の犬を追い 」と「犬のあとについて

」で異なるものの─犬が前に，狩猟家が後ろにいるという

主従の位置関係。

50) 原文：

51) 原文：

52) 原文：

成城・経済研究 第 234 号（2021 年 12 月）

─ 212 ─



ヴェルヌが『 』をも言葉の狩り場として利用していた，ということ

を確信するのに，これらは十分な量の共通点ではないだろうか。

③狩猟への誘い

カトレルの短篇「二人乗りの馬車に三人で」も，ヴェルヌの短篇「狩り

の 10 時間」も，狩猟地を所有している友人が語り手を不意に狩りへと誘

うことで物語の幕が開ける。

「ラ・マトラクまでわれわれに会いに来てくれなくちゃいけないよ。

解禁日に一発撃ちにおいでよ」53)

↓

「じゃあ，解禁日の狩りにぜひ一緒においでよ」とブレティニョは答

えました54)。

すなわち，「物語の起動の仕方」という重要事項についてもヴェルヌは

カトレルの短篇の真似をしていた可能性があるのである。

④｢槊 式の銃 」

「狩りの 10 時間」の語り手が友人のブレティニョから借り受けた猟銃は

「槊 式の銃」，すなわち「槊 」と呼ばれる棒を用いて弾薬を銃口から詰

めこむ造りの旧式の銃だったが，これは『 』でも密猟者の使う銃とし

て言及されていた。

彼〔密猟者〕の銃は，古い槊 式の軍用銃
フラン ゴ

だ55)。

53) 原文：

54) 原文：
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↓

「一丁，貸してあげるよ─槊 式の銃だけど，それでも 80 歩の距離

から野ウサギを撃って地面に転がすことができる！」56)

「狩りの 10 時間」の語り手がブレティニョから「槊 式の銃」を借りて

いたように，ヴェルヌもまた『 』から「槊 式の銃」という言葉を借

りていたのかもしれない。

⑤パリのレストランと「モヴィエット 」

『 』にはパリの高級レストランと密猟者の癒着を指摘した一節があ

り，その数行後に描かれる支配人と客とのやりとりには「脂の乗ったヒバ

リ」を指す「モヴィエット」という語が出てくる。一方，ヴェルヌの短篇

にもパリの高級レストランと「モヴィエット」の組み合わせが唐突に言及

されるシーンがあり，この部分は『 』の文章に直接的に想を得て書か

れたのではないかと思われる。

密猟者の第二の共犯，それはパリの高級レストラン経営者だ。〔…〕

狩猟解禁日のだいぶ前から，またずいぶん後まで，パリの高級レスト

ランでは密猟者たちのおかげでつねにまちがいなくジビエにありつけ

るのである57)。

＋

「ウズラやニワムシクイ，モヴィエットなど〔の料理〕はあります

55) 原文：
56) 原文： －

57) 原文：
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か？」58)

↓

木々の梢には，最高級のレストランで小粋に串に刺され，モヴィエッ

トという名前で出てくるあの罪なきスズメが必ず何羽かいるはずです。

〔…〕スズメどもはきっとパリのレストランを警戒し，身動きせずに

いたのです59)。

以上の 5 点のほかにも，『 』にはヴェルヌの短篇への影響を疑える

細部が複数ある。例えば「狩りの 10 時間」第 10 章には「憲兵 」

が登場し，「狩猟免許 」や「調書 」が語り手

にとって大きな意味を持つのだが，『 』の 2 ページ目にも密猟者に関

する記事（アドルフ・ラコ「密猟者」60)），憲兵に関する記事（「密猟者の

敵」）61)，狩猟法に関する記事（「狩猟家のためのささやかな手引」）62)が掲載

されているため，事の必然として，上に挙げた三つの言葉は紙面に何度と

なく登場する（加えて，カトレルの短篇で主役級の活躍をする犬の名前も

「憲兵 」であった）。

以上のように，「狩りの 10 時間」の発想源となり得たであろう細部は

『 』の全体を眺めてみれば決して少なくない。ヴェルヌは『 』から

遡り，『 』も参照していたと考えてよさそうである。

58) 原文：

59) 原文：

60)
61)
62)
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4．結論

本稿では「狩りの 10 時間」の作者が『フィガロ』の二つの狩猟特集号を

参照し，少なからぬ語や語句をそのまま自作のテクストに取りこんでいる

ことを示した。紹介した事例の数は，あるいは過剰と言っていいほどだっ

たかもしれないが，そのぶんヴェルヌが先行テクストに負っている要素が

きわめて多様かつ多量であったことは明らかにできたのではないかと思う。

「狩りの 10 時間」は作者の「体験談 」だと断じられること

もあるが63)─そして，そういった見方にはたしかにそれなりの根拠もあ

るのだが64)─制作手法の面から言えば，これはヴェルヌが過去の経験を

筆の赴くまま，感興の赴くままに書き記すといった単純なプロセスででき

たものでは決してなく，〈驚異の旅〉を構成する他の多くの小説作品と同

様，他者の言葉を，すなわち自身の経験の埒外にある言葉を積極的に収集

し，精選し，配列し，加工し，自らの文章に組みこむことで─つまり，

およそ「体験談」らしからぬ執筆過程を経たうえで─成立した，あくま

でも一篇のフィクションなのである。
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63) 例えばオリヴィエ・デュマの以下の一文。「この「小咄」は，めったに打ち
明け話をすることのない作者が「青少年時代の思い出」よりも前に公衆に披
露した初めての体験談である。」

64) 1897 年の年末にアミアンを訪れたアドルフ・ブリソンにヴェルヌはこう語
ったという。「狩猟には嫌悪感を覚えます。一度しかやったことはないので
すが，憲兵の帽子を撃ってしまって，軽罪裁判所に呼び出されました。それ
で，もう二度とやるまいと誓ったのです。」

─
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